
今回の研究では、次世代最先端のＩＴ技術として、近年最も注目されているＡＩ（人工知能）につき、
リアル店舗の店頭において、売場演出・販促活動への効果的な活用の可能性を検討していく。
リアル店舗の売場演出において、ＡＩ活用検証にあたり、売場演出・販促活動の最終目的に則り、検

証することが重要で、ＡＩ活用の最終目的を販売拡大と設定する。（ＳＴＥＰ①） 売場演出の効果をＡＩ
で評価する仕組み・（ＳＴＥＰ②） 売場演出による販売をＡＩで予想する仕組み・（ＳＴＥＰ③） 販売
を拡大する最適な売場演出のガイド　の順に検証していくが、販売拡大は他の要素が多く起因する為、
（ＳＴＥＰ①）来店客に適正なアプローチをＡＩで判断する仕組みを構築、その上で、販売と売場演出の
相関関係をＡＩで分析出来る仕組みを検証していく。
売場演出の評価については、ＶＭＤ（ビジュアルマーチャンダイジング）の原則に則り、３つの要素か
ら評価をおこない、その評価につき、ＡＩを活用して実践可能か検証していく。
＊ＤＮＰのフィールド調査（店頭コンサル）において実践している分析手法を活用する。
ファーストステップの着地点としては、売場の画像(写真)だけで、ＶＰ・ＰＰ・ＩＰ工程でＡＩが売場の
効果（来店客へのアプローチ）を判断する仕組みを構築、各工程（ＶＰ・ＰＰ・ＩＰ）において、適切な
画像（写真）を入れるとＡＩで来店客へのアプローチ効果を５段階で評価、評価点と評価理由が吐き出さ
れていくイメージにて、検証する。（サンプル数150）
検証作業として、ＤＮＰフィールドスタッフ（通常店舗調査・売場演出専門スタッフ）の客視点と同レベ
ルの評価を写真のみにて、ＡＩの判断との合致を検証する。
検証結果として、　近距離（ＩＰ）にて、２分類の評価は約61％一致、約39％は不一致、かなり低調な数
値にて、売場の評価がＡＩで適正に出来ているとは言いがたい結果となる。要因としては、①データ数の
不足、②事前評価者（ＤＮＰスタッフ）に評価ぶれ、③評価対象の判断、精度が低い最大要因としては、「デー
タ数」の不足につき、学習データの大幅な増加が必要と推測される。
サンプル数2,000と増やして、評価基準を設けて実施、その上で前回同様に、各項目の中で、補正作業も
おこない、75％程度の調査スタッフとの一致が見られ、実用化の筋道が見えてきている。
以後、データ量から規則性・関係性を見出して回答を導き出していく「機械学習」から、ＡＩ自ら新し
い規則性・関係性を見出していく「ディープラーニング（深層学習）」へ進化をするべく、データの質を
検証していく必要がある。そして、売場演出に対する販売効果をＡＩで予想、最適な売場演出をガイダン
スすることは可能かの判断をおこなっていく。ＡＩ自身のディープラーニングにより、新しい売場改善を
創出し、その改善効果を販売で検証、最終目的である販売拡大へのＡＩ活用の検証を継続していく。

〔実務研究論文：要約〕

ＡＩ活用による売場演出の効果検証
〜売場演出・効果予測・検証など売場におけるＡＩ活用の可能性を検証する
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